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Tripwire Enterpriseでできること

●データの改ざんを検知

・サーバーやネットワーク機器に格納されているファイルのあらゆる変更の発生を迅速に検知

・「誰が、いつ、どのファイルを変更したのか」を通知

●不正プログラム有無の確認

・システムの稼働に影響を与えることなく、巧妙に隠ぺいされた不正プログラムも検出

（ウイルス・スパイウェア・キーロガー・ツールキットなど）

●ぜい弱性検査

・システムをぜい弱にする設定変更や、危険なプログラムの追加を早期に検知

Tripwire Enterprise
改ざん検知ソリューション

Tripwire Enterpriseは、Fortra社が提供する変更コントロールソフトウェアです
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お問い合わせページより、商品・サービスをお選びください。

商品・サービスに関するお問い合わせ・ご相談受付

株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト

©Hitachi Solutions Create, Ltd. 2025. All rights reserved.

Webによる受付

www.hitachi-solutions-create.co.jp/inq.html

メールによる受付

hsc-contact@mlc.hitachi-solutions.com

www.hitachi-solutions-create.co.jp/

ご相談・ご依頼いただいた内容は回答などのため、当社の関連会社（日立ソリューションズグループ会社）

および株式会社日立製作所に提供（共同利用も含む）することがあります。

取り扱いには十分注意し、お客さまの許可なく他の目的に使用することはありません。

※ Tripwire Enterprise/FS・NDには前提ソフトウェアとしてTripwire Enterprise/Serverが必要です。

※ Tripwire Enterprise/DBには前提ソフトウェアとしてTripwire Enterprise/FSが必要です。

※ Tripwire Enterpriseをご利用の際は、Tripwire Enterprise/Serverが必要です。

Tripwire Enterprise/Serverだけの単体購入はできません。必ず最低１つのTripwire Enterprise/FSの購入が必要です。

※ 複数のOSを搭載したPCにおいてはOSの数量と同じ数のライセンスが必要です。

※ Tripwire Enterprise/VMWare ESXは、ESXサーバごとに1ライセンス必要です。

フェーズ サービス商品 サービス内容

コンサルティング
提案支援サービス 製品の紹介、提案書作成支援、デモ実施を行います。導入を検討しているお客さまへの提案支援を行います。

要件整理支援サービス 製品適用に関する現行環境構成確認、要件定義書作成、スケジュール確定などの導入要件整理を行います。

インテグレーション（基本設計） 設計支援サービス ご要件に沿った基本設計・運用設計を行います。

インテグレーション（詳細設計・構築）
導入支援サービス Tripwireインストール、設計支援サービスに基づいた詳細設計、環境設定、テストを行います。

インストレーションサービス Tripwireインストール、弊社規定の設定シートに従った簡易設定、製品の動作確認を行います。

マネージメント（保守・運用）
操作教育サービス Tripwireに関する運用・保守の操作教育の支援を行います。

ルール変更支援サービス 本番稼働後の変更検知箇所の変更、追加、削除などの環境再設定の支援を行います。

サポートプラットフォーム

Tripwire Enterprise / Server
• Windows Server 2016, 2019(2004,20H2),2022

• Red Hat Enterprise Linux 7.0～7.9, 8.0～8.9, 9.0 

Tripwire Enterprise / FS 
• Windows 10 (10,1909,2004,20H2), 11

• Windows Server 2016,2019(2004,20H2),2022

• Red Hat Enterprise Linux 7.0～7.9, 8.0～8.9, 9.0

• CentOS 7.0～7.9, 8.0～8.4

• Oracle Linux RHCK 7.2～7.9, 8.0～8.7, 9.0

• Oracle Solaris 11.0～11.4

• HP-UX 11i v3 Update 7-9

• IBM AIX 7.1, 7.2

Tripwire Enterprise / DB
• DB2 9.7, 10.1, 10.5, 11.1

• SQL Server 2014, 2016, 2017, 2019, 2022

• Oracle 12c R1, 12c R2, 18c

• Oracle RAC 11g R2, 12c

• PostgeSQL 9.2～9.6

Tripwire Enterprise / DS
• Windows Active Directory など

(サポートされるディレクトリサービス製品については、別途お問い合わせください。)

Tripwire Enterprise / ND
• Cisco Catalyst 1900, Cisco CatOS

• Cisco iOS, Cisco PIX, Cisco PIX 7

• Cisco VPN Concentrator

• Extremeware Switches, F5 BIG-IP

• Juniper M&T, Juniper Netscreen

• Nortel Alteon, Nortel Passport, Nortel Web OS など

Tripwire Enterprise / VE
• VMwareESXi  6.5, 6.7, 7.0, 8.0 

• VMware vSphere 6.5, 6.7, 7.0 , 8.0 

• Red Hat Enterprise Virtualization Guest 6.0 2.6.32-71 

• Red Hat Enterprise Virtualization Guest 6.1, 6.2, 6.3

• Red Hat Enterprise Virtualization Guest 6.4 2.6.32-358

• Red Hat Enterprise Virtualization Guest 6.5 2.6.32-431

製品仕様は、改良のため予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当社Webページをご参照ください。

本カタログの内容は、2025年10月現在のものです。

詳細は当社Webページをご覧ください。

スマートデバイスで二次元バーコードを読み取っていただくか、URLをブラウザーのアドレスバーに入力してアクセスしてください。

www.hitachi-solutions-create.co.jp/solution/tripwire/

二次元
バーコード

※Tripwireは、Fortra Inc.の登録商標です。

※Windowsは、米国 Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標または商標です。

※Linuxは、Linus Torvaldsの登録商標です。

※UNIXは、The Open Groupの登録商標です。
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